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１．研究計画の概要 
本研究の目的は、中東とロシアを結ぶ近代コ
ーカサス・フロンティア社会の変容を明らか
にすることである。特に、アルメニア人家系
エニコロピアン家の広範囲な歴史的活動に
注目する。この一族はグルジア王家の通詞を
輩出し、拝命したエニコロピアンという名字
そのものが「言葉の箱」を意味するなど、そ
の出発点から多言語と民族越境的な性格を
有していた。19世紀にロシアがコーカサス地
方を手中に収めた後、以前にも増してイスラ
ーム世界との関わりを強める一方、係累はロ
シアや西欧とも深いかかわりを持った。東洋
史と西洋史の狭間ととらえられがちなコー
カサス地方を両世界の橋渡しの場所として
とらえ直すことにより、「境を越える」歴史
研究を実行して、20 世紀の歴史学が隠蔽して
きた伝統社会から近代世界への多層的な移
行を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
本研究の具体的課題には以下の 3点が想定さ
れる。（1）その重要な歴史的役割にも関わら
ず 20 世紀の国民史において半ば意図的に忘
れられてきたエニコロピアン家について、成
員の確定、系図の作成も含めて基本的な活動
を多言語資料を用いて明らかにすること（2）
具体的な動きについて史料に基づいて明ら
かにすること（3）二つの帝国と現地社会に
与えた影響の大きさを測るとともにディア
スポラ研究や帝国史など幅広い議論に接続
することで近代史研究に見直しを迫ること
の三点である。このうち、（1）については、
もっとも重要かつ基本的課題として家系と
一族史の復元を意図していたが、幸いトビリ

シの国立文書館等における史料調査が順調
に進んだことで、グルジア語やロシア語によ
る多くの文書を落手することができた。系図
に関する情報についてはすでに読解作業も
進み、基本的な系図の復元がすすんだ。（2）
については、上記資料の解析により、様々な
新たな史実を見いだすことができた。特にロ
シアとイラン双方に仕えた兄弟の「距離」に
ついて示唆する様々な興味深い資料を参照
することで、帝国に使えることの意味につい
て新たな視角を得た。（3）に関してもインド
における異人エリートの歴史研究などを参
照しつつ、論文を執筆し、投稿している。こ
のほか、一族史についてはウィーンでの子孫
の発見と聞き取りなど、予想以上に成果が上
がっている。複雑な近代社会への移行の中で、
同家の対応は決して例外的なものではなく、
当時のコーカサスの旧エリート層が様々な
複合アイデンティティを活かして生き残り
を図った一つの興味深い事例と位置づける
ことができるのである。（684 字） 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
資料の収集および読解、ならびに成果の公表
について、それぞれ順調に推移している。た
だし、一族の活動舞台は半ば予想通り多国
籍・広範であり、全体像を描くという意味で
は未完成な部分があり、順調に所定の目的は
達しつつあるも、今後の展望を描く必要を強
く感じている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
残り一年での成果のまとめに向けて以下の
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ように研究を推進していく。 

（１）系図の確定作業と広がりの確保。この

点に関してはすでに想定以上の成果を得て

いるが、これまで収集した資料をつきあわせ

ることでもう一度確定する必要がある。系図

復元に際して利用した多言語史料とその来

歴の解明は本研究の大きな成果となる。 

（２）「越境」実態の解明。これまで収集し

た資料の中でも特にモスクワとトビリシで

入手したロシア語の史料は 19 世紀における

エニコロピアン家の活動を浮き彫りにする

上で重要である。とりわけ 19 世紀半ばにイ

ランから「帰還した」エニコロピアン家に仕

えた農奴女性の「移動」に関する文書を最終

年度で解析することで、エニコロピアン家成

員だけではなく、その周囲の人間も含めて社

会史として本研究の深みを増すことを企画

している。 

（３）理論の精緻化および成果の共有に向け
た作業。特に海外の研究者との意見交換の機
会を多く持つことで、本研究の位置づけをよ
り明確にする。そして、本研究の成果の発信
に努める。 
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